



























































































































































































































































































担任の先生と一緒にティームティーチングという形で    り入れて、発表に必要な英単語や基本表現を繰り
授業に入り、カリキュラムの実践を行つた。合計8    返し練習して定着を図る。
校を担当しており、同じ学校には2週間に1度の割    英語ノー ト活用箇所 :
合で訪問した。本項では、筆者が授業に携わつた関係    O Lesson 6:世界の国旗や国名
で、「外国語」を「英語」とする。                ″ ′インフォメーションギャンプを取クスれ
たゲームの実施
4-1 テーマの設定                      (児童に異なる国をマークした世界地図を渡
テーマ :「異文化紹介をしよう !」             し、友人の地図にマークされた国はどこであ
あえて「異文化」という表現を用いて、漠然としたテー      るのか、英語で、またはジェスチャーを使つ
マを設定することで、自分にとつて興味と関心のある      てコミュニケーションをすることで見つけ
「異文化」とは何かを考えて、判断をし、表現すると      出す)
いう課題を出した。ここでは、国や地域に限定するも    O Lesson 3:年中行事
のではなく、日本や身近な文化を取り上げてもよいこ      ″ r」年の月の英語名を覚えようノ
とにした。                                        ♪January,February,March…・の歌をr歌う
O Lesson 7:時差
4-2 単元の目標                       ″f″差ゲーム (児童に異なる時計のカー ド
学習指導要領の目標に沿つて、特に、関心 。意欲・      を渡し、他の友人の時差を英語で聞く。短時
態度、言語に関する気づきや理解、コミュニケーショ      間で何人から時差を聞き出すことができたか
ンの力という観点から、下記のように設定した。         競うゲーム)
O 意欲的に興味と関心のある「異文化」について考    O 世界遺産 。日本文化に関する3ヒントクイズ
えようとする (関心・意欲・態度)        ③ ①で選んだ「異文化」について調べる (2レッス
O 選んだ「異文化」について主体的に調べ、自己と    ン :「総合的な学習の時間」を活用)
の相違を学ぼうとする (関心・意欲・態度)      O 各自、選んだ「異文化」について課題を設定
O 発表に使う英語表現を積極的に知ろうとする (言      し、調べ学習を行い、相違について学ぶ (自
語に関する気づき。理解)                己学習)
O 英語を使つて発表をし、他者の発表を英語で聞き、    O グループを作って情報交換を行い、新たな情
理解しようとする (コミュニケーションの力)       報について共に探求し、発見しようとする
(相互学習)
4-3 単元構想                    ④ 発表に向けて練習や準備をする (2レッスン)
ここでは、10レッスンで「単元」を構成し、関連    ○ 各自、調べたことから発表したい内容を選び、
のあるアクティブティを取り入れて単元の目標を達成      日本語でシナリオを作る
できるよう学習内容を工夫した (1レッスンは45分)。    O 発表では、ジェスチャーなどの動作を伴つた
その中で、自己学習の時間を設け、その後に、他者と      方法や、絵や写真の準備など、表現方法を工
共に学ぶ時間としてペア・グループ学習を取り入れた。      夫する
① 興味と関心のある「異文化」を選ぶ (1レッスン)    O 教師やALT16から発表に使う英語表現を教
O 英語ノー ト2「行つてみたい国を紹介しよう      わり、練習をする (基本表現以外にも、発表
(Lesson 6)」を活用                 に必要な英語表現を付けカロえる)
② 世界について学ぶ (3レッスン)         ⑤ 発表をする (2レッスン)
































































































































































































































内のいじめや家庭問題を抱えている児童が多数いた。     クト型英語活動の実践と評価』 (高綾社書店、
発表会では、日ごろ児童の問題で頭を悩ませている副    2007)3頁
校長先生がカメラを持つて見に来られ、児童の輝いた  10.小学校学習指導要領 (2008年3月、文部科学省
顔と発表する姿に感銘を受けた。そして「小学校外国    告示)、 第4章、第3の2(1)
語活動をきっかけに、学校の様子が変わつてきた」と  11.森実『同和教育 第2版』(解放出版社、2004)
話してくれた。                      87頁
筆者が「小学校外国語活動」に携わったのは、わず  12.部落解放研究所編『 これからの人権教育』(解放
か7カ月であつた。 しかし、そこで得られた成果は、    出版社、1997)21頁
2年半の英会話講師のときとは大きな違いがあつた。  13.人権教育の指導方法等に関する調査研究会議
今後、本稿で紹介したカリキュラムの再考も含め、課    『人権教育の指導方法等の在り方について (第二
題解決型 (プロジェクト型)カリキュラムの検討を更    次とりまとめ)～指導等の在り方編～』(2008)
に深めていきたい。                    25頁
14.文部科学省ホームページ
注                                  (http://www.mext.go.jp/社menu/sho ou/
1.文部科学省ホームページ                gaikOkugo/kyoten/index.htm)
(www.mext.go.jp/b_menu/houdou/20/03/        2010年4月1日
08031920/001.htm)2009年8月6日     15.三浦孝、弘山貞夫、中嶋洋一『だから英語は教
2.渡邊寛治『総合的な学習/はじめての小学校英語』    育なんだ』(研究社、2007)31～42頁
(図書文化社、2001)24～27頁           高島英幸、東野裕子『小学校におけるプロジェ
3.佐藤郡衛『国際理解教育』(明石書店、2001)19    クト型英語活動の実践と評価』(高綾社書店、
頁                                           2007)103～109頁
4.岩永雅也『生涯教育論』(放送大学教育振興会、   16.Assistant English Teacher:外国語指導助手
2004)29頁                  17.高島英幸、東野裕子『小学校におけるプロジェ
5.「伝統と文化を尊重し、それらをはぐくんでき    クト型英語活動の実践と評価』(高綾社書店、
た我が国と郷土を愛するとともに、他国を尊重    2007)9頁
し、国際社会の平和と発展に寄与する態度を養
うこと (教育基本法第2条5頁)」        参考文献
6.文部科学省ホームページ             家永二郎『 日本国憲法と戦後教育』(1979年、三省
(http:〃www.mext.go.jp/a_menu/shotou/      堂)
youryou/101/index.htm)2009年8月6日   岩永雅也『生涯教育論』(放送大学教育振興会、2004)
7.村野井仁、千葉元信、畑中考賞『総合的コミュ  佐藤郡衛『国際理解教育』(明石書店、2001)
ニケーション能力を育てる指導』 (成美堂、   人権教育の指導方法等に関する調査研究会議『人権教
2006)193頁                   育の指導方法等の在り方について (第二次とりまと
8.渡邊寛治『総合的な学習/はじめての小学校英語』   め)～指導等の在り方編～』(2008)
(図書文化社、2001)16頁            高島英幸、東野裕子『小学校におけるプロジェクト型
文部科学省ホームページ              英語活動の実践と評価』(高綾社書店、2007)
(www.mext.go.jp/b_menu/shingV12/chuuou/  平沢安政『人権教育のための世界プログラム』(解放








森 実『同和教育 (第2版)』 (解放出版社、2004)
渡邊寛治『総合的な学習/はじめての小学校英語』(図
童I文化社、 2001)
教育基本法第2条5頁
小学校学習指導要領 (2008年3月、文部科学省告示)、
第4章、第 1と第3の2(1)
文部科学省ホームページ
(http:〃www.mext.go.jpノa_menu/shotou/
youryou/101/index.htln)2009有三8月6 日
(www.mext.go.jp/b_menu/houdou/20/03/
08031920/001.htm)2009有二8月6日
(www.mext.go.jp/b_menWshingi/12/chuuou/
toushin/960701n.htln)2009有三8月6日
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